
































































4 「臨時教育審議会」は、昭和59年に設置され、昭和62年までに 4 つの答申を提出。全体を通して徳育の充実
を強調。
5 文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より
 　不登校児童生徒の割合は、小学校は平成 5 年度の1.8倍  中学校は2.1倍
 　学校内での暴力行為の件数は、小学校は平成18年度の2.2倍　中学校は1.3倍
 文部科学省「通級による指導実施状況調査」より
 　通級による指導を受けている児童生徒数は、小学校は平成 5 年度の5.9倍　中学校は23.5倍
 文部科学省「学校基本調査」より
 　特別支援学級・特別支援学校に在籍する児童生徒数は、小学校は平成 5 年度の2.1倍　中学校は1.9倍





























































































































































































18 トーマス・リコーナ著・水野修次郎監訳 編集（2001） 『人格の教育―新しい徳の教え方学び方』北樹出版p16
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学校・家庭・地域が連携・協働して取り組む道義教育






















視していた。しかし、この 2 項目以外は、“静かに歩く（21 校）”、“時間を守る（24 校）”等、学
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24 世田谷区教育委員会・道義教育検討委員会＜報告書＞参考資料2007より
これからの子ども達に身に付けさせたい上位10位までの徳目「思いやり（84.1％）」「感謝（79.4％）」「忍耐
力（75.4％）」「あいさつ（68.0％）」「責任感（62.0％）」「自立心（59.1％）」「礼儀（57.9％）」「勇気（55.5％）」
「良心（52.5％）」「公共心（51.7％）」
＜月ごとのテーマ＞
4月「あいさつ」 5月「思いやり」 6月「責任」
7月「良心」 9月「勇気」 10月「公共心」
11月「フェア」 1月「感謝」 2月「やりぬく心」
8月、12月、3月は長期休業があるため、各学校でテーマを決める
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校の連携はより密接となり、地域ぐるみの道義教育が浸透しつつある。また、「人格の完成を目指
して」の各月のテーマは、道徳教育全体計画や生活目標にも位置づけられるようになった。
「道義教育検討委員会」の委員であった青木多寿子氏は、『25よい行為の習慣から児童生徒の品格を
測定する児童生徒用品格尺度を作成し、尺度の因子構造を検討した結果、日本の児童生徒の品格は
次の四つの側面で構成される可能性を示しているとしている。さらに、日本の道徳教育で示される
四つの領域と比較し、品格教育と道徳教育で取り上げられるテーマは、共通点が多いとしている。
① 今現在を、丁寧に堅実に過ごすような特性に関わる「根気・誠実」
（自分自身に関すること）
② 新しい未来や、新しい自分を切り開く、自分を高めるような特性に関わる「勇気・工夫」
（自分自身に関すること）
③ 自分の幅を広げ、人間としての懐を深くするような特性に関わる「寛大・感謝」
（他の人とのかかわりに関すること・自然や崇高なものとのかかわりに関すること）
④ 社会の秩序を維持するような特性に関わる「フェア・配慮」
（他の人とのかかわりに関すること・集団や社会に関すること）
そして、これら 4 種類の人格の因子が、自分を人間的に高める異なる方向性を持っていると考
え、Well-beingと正の相関を示していることを述べている。
また、青木氏は、特に、中学生について、「人格の完成を目指して」の取り組み開始後は変化が
見られないが、平成23年度から徐々に成果が上がり、平成25年が一番よくなっていることを述べ、
その理由として、小学校からの積み上げが実り始めたと分析している。』
Ⅳ　本稿のまとめと課題
いじめや不登校等の問題は、学校・家庭・地域の協働無くして解決の糸口はつかめない。子ども達
に、人として生きる上で大切にすべき道徳性を育て、よい生活習慣を身に付けさせるために、本稿で
は、まず、学校の教育活動全体を通じて実施する道徳教育と生活指導との関連を明らかにした。さ
らに、計画が形骸化しやすい道徳教育の原因を探り、本質的な解決の鍵は、「アクティブ・ラーニン
グ」の視点を踏まえた指導方法の不断の見直し等による授業改善と「カリキュラム・マネジメント」
を通した組織運営の改善に一体的に取り組むことであるとした。その上で、人として生きる上で大切
にすべき道徳性とは何か、よい生活習慣を身に付けさせる具体的な方策はどのように実現させるかと
いうことを家庭や地域と共有し、人としての道義を身につける道義教育を地域ぐるみで取り組んでい
る世田谷区の事例を取り上げた。
今後の課題としては、家庭・地域と協働していくための「チームとしての学校の在り方」をコミュ
ニティ・スクールや地域学校協働本部等の仕組みを活用した実践を基に検証していく。
25 井邑智也・青木多寿子・高橋智子・野中陽一朗・山田剛史（2013）「児童生徒の品格とWell-beingとの関連：
よい行為の習慣からの検討」『心理学研究』84, 247-255
